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自分なりの思い、願い、考え 自分なりのものの見方 ・考え方 0対象 ・他者 ・自己との対話に
をもち、問題解決に向けて自 を感使しながら対象や他者とか よって思いや考えを統合化、再
ら進んで対象 ・他者 ・自己と かわり、新たなものの見方 ・考え 構成する中で学びの深まりを
対話し問題解決をやりぬこう 方を獲得したり、創出したりし 実感したり、新たに問いをもっ
とする主体的 ・協働的な態度 ながら学びを進める資質 ・能力 たり、 学びを生活に生かしたり
する資質 ・能力
〈ものの ・見方 ・考え方〉
時間的 ・ 空間的 • 関係的な視点で事象をとらえ，と らえた事象について比較したり，関
連付けたり ，総合したりしながら自分の考えを構築する。
5. 研究内容
(1) 地域の材を活かした教材化する視点と方法
(2) 地域の材を活かした教材化した単元の開発
6. 研究評価
5. 研究内容で取り組んだ授業実践の中での子どもの言葉をもとに、研究仮説の検証を
行う 。検証には、授業での子どもの言葉の他に子どもの考えが表現されたノート等を用い
る。
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